
　今回は観光庁の「宿泊旅行統計調査」
から、県内の延べ宿泊者数の推移をみて
みたい。県内の延べ宿泊者数は2011年
の431万460人をピークに、12年（421
万7,270人）、13年（407万4,590人）と、
減少傾向にあった。しかし14年に入り反
転の兆しがみえている。14年１～６月の
延べ宿泊者数の合計は、前年比44.7％
増の209万9,250人で、大幅な増加と
なった。
　また、外国人宿泊客も急増している。
14年１～６月の合計は、11万8,980人、
前年比では195.7％増となった。これは
12年の実績（11万4,000人）を超え、13
年（13万1,880人）に迫る勢いだ。
　県内の宿泊者数は、下期（７－12月期）

に増加する傾向があるため、14年の延べ
宿泊者数は３年ぶりの増加に転じるとみ
られている。
　円安、ビザ発給要件の緩和等により、
全国的に外国人の宿泊者が増加、また、
円安による日本人旅行者の国内回帰な

ど、取り巻く環境は好転している。
　県内には琵琶湖や歴史的な文化遺産
など、豊かな観光資源があることに加
え、世界的に人気の高い京都へのアク
セスの良さなどの強みがある。これらを
うまく活用し、地域ブランドを高め、県
内の観光産業が発展することを期待し
たい。

（（株）しがぎん経済文化センター 𠮷川 友）

宿泊旅行統計調査

県内の宿泊者数は堅調に推移
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３年ぶりの増加に転じるか

資料…観光庁「宿泊旅行統計調査」をもとに当社作成

県内延べ宿泊者推移（左目盛＝総数、右目盛＝外国人数）
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　明けましておめでとうございます。皆さまにおかれましてはお健やか

に、そして決意も新たに新年をお迎えのこととお慶び申し上げます。

　昨年は「少子高齢化」「地方創生」「女性活躍」のテーマが至ると

ころで論じられた一年でありました。いずれも次世代に積み残せない

重要な課題であり、今年こそ、その解決に向けた確かな歩みが期待

されるところです。

　特に、地方銀行が大きな役割を担う「地方創生」については、私た

ち滋賀銀行も「地域振興室」を中心に公民連携、地域活性化に向け

た取り組みを推進しています。今後も行員一人ひとりの意識を高め、

全行的な活動をさらに加速させなくては、との思いです。

　さて、滋賀県には歴史・文化・地理・自然環境など、多種多様な地

域資源があります。昨年、滋賀県では県外からの宿泊客数や外国人

観光客の伸び率が全国でトップクラスとなり、食を中心とした地産分

野においても新たな芽が育ちつつあります。

　これからの「地方創生」を展望した時、滋賀県のその高いポテン

シャルをどう活かすか、あるいは、地域資源（素材）をどのように発掘

（料理）するか、などの課題があります。さらには、製造業分野における

「オープンイノベーション※」と同じく、「産・学・官・金（金融）」と合わせ、

「地域社会」との協働が欠かせないと愚考します。

　新年を迎えるにあたり、時代を越えて受け継がれてきた「近江商人の

こころ」を軸として、「産・学・官・金 ＋ 地域」が連携を図り、今年が「地方

創生」元年となるよう全力で取り組まねば、と決意を新たにした次第です。

滋賀銀行 専務取締役

高橋 祥二郎

「産・学・官・金 ＋ 地域」
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※オープンイノベーション（open innovation）／自社だけでなく他社等が持つ技術やアイデアを組み合わせ、革新的な製品開発につなげる方法。

イチ押し！pick up

産業洗浄の問題を解決するマイクロバブル発生装置「MBLife」
　電気・空調設備のメンテナンスならびに電機制御盤設計・製作、FA
（ファクトリーオートメーション）制御機器や電気ヒータ販売、工業用
銘板彫刻など、FA分野で多角的な事業に取り組む関西オートメ機器
株式会社。近年、独自技術の開発に注力した結果、マイクロバブル生
成技術の利用とマイクロバブル発生装置の技術開発を果たし、産業
洗浄に関するさまざまな問題を解決できるようになった。
　関西オートメ機器が開発したマイクロバブル発生装置「MBLife」
の特長は、樹脂やガラス、軟質素材など超音波洗浄では難しかった

素材が洗浄可能になったこと。また「洗浄剤の使用量を大幅に削
減」「洗浄温度が低温」「洗浄時間の短縮」など、洗浄コストを大幅に
削減でき、環境にもやさしい。さらに、通常空気以外に窒素・酸素・
オゾンガスを付加することで、新たな機能性バブル技術の提供も
行っている。
　すでに大手自動車メーカーの生産ラインや金属加工業のほか、環
境・食品分野など多角的な展開実績があり、今後さらなる広がりが期
待されている。

■本社／大津市月輪2丁目18番60号　■設立／1974（昭和49）年 
■代表／櫻田 島彦　■従業員数／36名
■事業内容／電気・空調自動制御設備のメンテナンス、高圧・動力・計
　装の制御盤の設計施工、電気制御部品・計測機器および電装機器販売、
　上記に伴う電気計装工事・設計・施工、特殊用途機器の設計・開発、
　マイクロバブル発生装置・製造販売・応用技術開発、窒素ガス発生装
　置製造および販売、工業用銘板、各種彫刻銘板の製造および販売
■問い合わせ先／TEL：077-545-6851
■URL／http://www.tec-kak.co.jp
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「『しがぎん』スポーツ応援定期 未来りーと」を取扱開始
～滋賀県ゆかりの未来のアスリートを応援～

レイクス・スポーツファンド（公益財団法人 滋賀レイクスターズ）／「滋賀のスポーツ
を応援！」を合言葉に、トップアスリート支援や地域スポーツのさらなる活性化を目指
し、スポーツ助成金の運営、情報誌「レイクスマガジン」の発行、スポーツ（選手）によ
る地域貢献・社会活動、スクールの運営、体育施設の管理・運営等の活動を行う。

　当行は12月８日、滋賀県ゆかりの“未来のアスリート”
を応援する「『しがぎん』スポーツ応援定期 未来りーと」
の取り扱いを開始しました。
　具体的には、お客さまが本定期にお預け入れいただく
と、当行が定期預金額の一定割合（0.005％）相当額を
「レイクス・スポーツファンド（公益財団法人 滋賀レイクス
ターズ）」へ寄付するもので、寄付金は“未来のアスリート”
育成などに活用されます。
　2020年の東京オリンピック・パラリンピック、24年の
滋賀県での国体開催を控え、当行は県内のスポーツ振興
を応援するとともに、地域スポーツ振興による地域活性
化を後押ししたいとの思いから本商品を開発しました。
今後も、お客さまとともに地域のスポーツを盛り上げてま
いります。

商品発表の記者会見で左から、園田 平選手（レスリング）、当行 大野営業統
轄部長、児玉常務、レイクス・スポーツファンド 坂井 信介理事長、横江 豊選手
（バスケットボール）、我孫子 智美選手（棒高跳び）
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